
メ
イ

「謎」

石.

要

項

tll 

強

正℃

は
じ
め
の
こ
と
ば

第支
ー郊
ヨたーに
段 2な
階け

る
謎
の
致
展

「
際
一
品
開
。
一
及
び
そ
の
経
緯
広
議
す
る
も
の
、

1/ 

謎
の
務
生

は
じ
め
の
ζ

と
ほ

「
絡
い
と
法
、
日
本
せ
い
ふ
「
ナ
ゾ
レ
と
そ
の
範
鱒
を
全
く
一
に
し
℃
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
で
い
ふ
「
ナ
ゾ
!
一
は
専
ら
遊
戯
で
あ
り
も

1/ 

辺地

学
」

「
字
謎
い
及
び
「
普
通
の
謎
」

文
壌
と
し
℃
の
謎
、
一
s

謎
詩
い
、
「
離
合
詩
」
.
ワ
謎
字
詩
」

風
俗
と
し
℃
の
つ
灯
謎
い

一
般
民
必
の
意
味
合
の
「
灯
謎
」

2
、
日
本
に
お
け
る
影
響

四

M 

fi. 

J/ 

，-'_ /、

J/ 

vじ

1/ 

む
す
び
の
ニ
と
ば
。
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フ
ざ
切
に
は
何
の
線
機
も
見
山
川
せ
な
い
。
「
謎
い
の
中
の
一
部
以
は
か
う
し
た
も
の
も
合
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
決
し
℃
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い

の
で
あ
っ
℃
、
支
郊
の
之
総
」
は
桜
史
的
rw
も
父
、
方
一
則
的
に
も
，
多
く
の
内
容
と
.
多
く
の
名
総
を
も
っ
た
炭
絡
協
応
亙
る
も
の
ぢ
あ
る
。

そ
の
本
来
の
立
川
戒
に
遡
つ
℃
考
へ
℃
み
れ
ば
分
る
や
う
に
、
つ
謎
い
は
決
じ
℃
卑
し
む
べ
き
も
の
亡
も
、
低
級
統
さ
る
べ
き
も
の

ヤ
仰
し
て
.

官
も
長
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
松
桜
的
広
ニ
れ
が
解
明
に
、

M
入
ニ
れ
が
絞
系
づ
け
に
努
力
す
べ
き
す
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

私
は
小
論
に
ゐ
い
℃
、
「
謎
い
の
続
時
と
そ
の
後
民
経
過
に
つ
い
℃
述
ペ
、
仰
が
放
に
お
が
「
謎
」
を
渉
、
療
の
問
題
と
し
℃
・
取
り
上
げ
た
か
げ
山

つ
い
℃
一
一
一
一
ほ
し
た
い
と
思
ム
。

た
は
日
本
合
「
ず
ゾ
」
と
い
ふ
も
の
が
え
郊
の
「
謎
」
と
は
異
な
る
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
名
稲
上
の
二
と
せ
あ
っ

τ.
そ
の
内
容
か
ら
い
へ

ば
、
文
郊
の
「
謎
レ
は
早
く
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
℃
大
き
な
影
響
を
捜
し
℃
ゐ
る
の
す
、
以
後
に
そ
れ
に
つ
い
℃
述
ペ
た
い
。

i

支
那
に
お
け
る
一
，
謎
L

の
授
展
。

第
一
次
段
階
「
擦
語
及
び
そ
の
範
轄
に
践
す
る
も
の
1
1

左
俸
の
笠
公
十
二
年
各
の
僚
を
み
る
と
、

(i)
楚
子
討
諮
。
山
木
叢
・
線
以
護
人
救
ぷ
。
泌
人
間
熊
相
究
僚
及
公
子
一
門
。
五
日
勿
殺
。
日
常
退
。
清
人
救
之
。
下
一
怒
。
途
開
蒲
。
漏
没
。
中

公
一
品
民
日
師
人
多
袋
一
。
五
選
一
一
一
軍
扮
而
勉
之
。
一
一
一
家
之
士
皆
挟
絃
、
途
停
於
議
叫
減
。
選
無
紋
輿
一
一
同
お
卯
。
一
一
一
目
抜
一
市
松
浪
。
叔
展
日
有
穿

鶏
乎
。
日
無
。
有
山
総
務
乎
。
日
銀
…
。
河
魚
腹
疾
奈
何
乎
。
日
目
於
守
井
市
弦
之
。
若
怨
茅
続
突
井
期
日
。
明
日
荒
波
。
巾
叔
説
共
井

郊
茅
絞
存
一
品
約

9

被
稲
山
内
之
。

と
あ
っ
℃
，
社
預
の
訟
に
よ
れ
ば
、

(2)
穿
強
。
麹
窮
所
以
禦
滋
、
欲
使
無
批
逃
泥
水
中
、
加
熱
枇
不
鮮
。
故
日
経
…
。
寝
中
不
敢
疋
一
一
一
一
向
。
故
謬
一
請
。

と
し
℃
、
謬
訟
と
し
℃
説
明
し
、
又
河
魚
緩
疾
に
つ
い
℃
は
、
左
俸
欝
考
に
よ
れ
ば
、

(3)
琉…

x叔
援
乃
臼
必
須
入
井
、
故
以
水
一
把
告
之
一
氏
、
如
似
湾
中
之
魚
久
在
水
内
期
生
援
疾
。
無
批
二
物
夫
奈
議
例
。
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と
あ
り
、
こ
も
み
は
「
古
井
戸
に
か
く
れ
て
逃
れ
よ
。
い
と
い
ふ
「
ナ
ヅ
f

一
で
あ
る
。
(
こ
の
意
味
で
の
「
ナ
ゾ
」
は
日
本
一
誌
で
も
間
引
ゆ
る
。
)

間
じ
く
左
傍
哀
公
十
一
一
一
年
に
は
央
の

-m-叔
儀
が
魯
の
大
夫
公
孫
有
山
氏
に
兵
組
慨
を
乞
ふ
た
所
が
、
券
大
夫
の
佼
け
に
尽
く
，

(4)
梁
期
知
突
。
議
期
宥
之
。
若
受
賞
山
以
呼
日
庚
滋
〈
乎
刻
誌
。

と
あ
り
，
社
頭
、
之
を
解
し
℃
日
く
.

(5)
寝
中
不
得
出
糠
。
故
録
私
隠
也
。
庚
西
方

9

主
穀
。
笑
北
方
。
主
水
也
。
.

街
の
越
智
拘
，
著
す
所
の
段
鈴
護
者
に
沿
い
℃
は
二
の
二
例
を
以
つ
℃
「
謎
」
の
濫
綴
と
し
℃
居
る
。
郎
ち
、

(6)
詑
郎
古
人
之
際
話
。
左
体
一
式

'ma叔
展
所
一
五
山
鞠
第
河
魚
腹
疾
。
公
孫
有
山
之
呼
庚
奏
。
共
濫
綴
山
首
。
ハ
謎
)

か
く
の
如
く
，
一

i

誌
レ
が
古
の
際
誇
謬
語
等
と
同
一
色
わ
る
こ
と
を
え
っ
℃
ゐ
る
も
の
に
刻
扱
の
文
心
離
誌
が
あ
る
。

(7)
，
務
者
際
也
。
沼
郡
以
騒
意
。
議
意
以
給
率
也
。
・
:
:
;
:
渡
世
路
意
向
十
有
入
籍
。
散
問
編
文
録
之
歌
末
。
:
:
:
:
自
説
代
巴
来
観
非
俳

ハ
漠
警
察
文
志
の
雑
斌
に
も
総
書
十
八
篤
と
あ
る
。
〉

優
…
開
設
予
朔
際
。
化
匁
謎
…
訪
日

宋
の
周
絡
の
撰
に
な
る
持
東
野
誌
に
は
， ヘ

品
向
日
際
問
γ
1
A

‘
I
A
J

f
芸
日
み
言
語
j
s
y
J
L

(8)
古
之
所
前
波
刻
。
即
今
之
総
務
而
俗
所
謂
謎
。
玉
綴
謎
字
様
式
際
也
a

或
は
関
誇
音
訴
五
に
は
、

。。

(9)
斑
文
子
英
滋
於
初
。
-
一
氏
子
日
何
英
也

9

針
臼
有
一
茶
客
渡
的
断
於
朝
日
大
夫
英
之
能
封
品
。
一
品
目
知
一
一
一
一
京

列
子
設
符
策
応
は
、

0

0

 

(mw)
自
公
開
孔
子
日
。
入
可
輿
徴
言
乎
。

韓
詩
外
停
に
は
、

つ
O

(
日
)
客
淀
川
以
不
一
一
一
H

之
訟
む

mm公
小
品
川
紙
不
壮
一
目
之
設
。
治
問
公
一
吋
治
能
総
徴
一
一
一
同
突
。

劉
向
の
列
女
体
仁
智
徳
，
A
M
W

減
孫
母
の
意
げ
山
、
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。

(
は
)
文
一
仲
艇
使
人
遺
公
苛
会
付
h

兆
円
奇
乃
謬
持
続
日
司
教
小
川
術
投
諸
議
食
機
犬
組
羊
奈
琴
之
合
同
山
之
。
.

訟
苑
正
一
球
続
に
は
，

(口
υ)
普
一
小
公
子
祭
。
‘
:
・
:
有
件
犯
者
，
見
門
大
夫
日
、
脱
出
主
計
好
叫
仰
木
、
故
以
紫
見
、
:
・
:
:
:
子
公
回
答
子
お
紫
o

M
行
犯
釘
日
、
間
不

。

能
錦
織
刻
。
民
有
限
。
下
山
γ
公
仔
隠
士
十
二
人
。
;
:
:
:
子
公
日
小
一
M
M

，
乃
鮮
鋭
鼓
、
除
竿
誌
、
議
興
特
犯
孝
一
治
問
問
。

以
上
主
総
括
し
℃
、
小
川
の
際
…
品
川
・
謬
話
・
波
誠
・
疲
節
・
微

2
・
謬
郎
等
は
す
べ
℃
、
後
の
「
謎
?
一
で
あ
る
こ
と
が
獄
救
出
来
よ
う
。

次
に
、
か
t
A

る
も
の
が
何
時
頃
か
ら
、
ど
ん
な
形
式
せ
行
は
れ
た
か
。
左
熔
所
載
の
も
の
が
般
協
寸
あ
る
に
し
℃
も
、
完
停
そ
の
も
の
が

製
作
年
代
不
明
な
の
で
決
定
は
出
来
な
い
が
、
少
く
と
も
筏
代
以
前
に
行
は
れ
た
も
の
や
』
あ
る
こ
と
は
確
か
勺
あ
り
、
或
は
古
来
の
京
議
も

す
べ
℃
際
稀
で
あ
る
と
も
み
ら
れ
る
が
、
…
艇
決
代
以
前
と
し
℃
長
く
o
d
仰
い
し
、
名
稀
は
後
一
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

9

郎
ち
五
体
す

は
・
は
か
ら
は
際
訟
と
も
謎
と
も
裕
し
℃
ゐ
な
い
。
自
か
ら
畿
と
稀
し
℃
ゐ
る
の
は
、
日
氏
春
秋
で
あ
る
。

¥
f
j
品
ぢ
k

h

/

リ
謀
長
。
一
ザ
一
切
不
均
…
思
議
。
(
制
抑
制
)
成
公
度
入
諌
。
工
日
不
殺
秘
弱
者
。

A
7

子
諌
何
故
。
ぉ
唱
主
君
。
阪
興
計
五

稔
議
。
王
日
前
不
設
不
穀
ム
ふ
ん
。
釣
日
有
'H
州
止
於
南
方
之
卒
。
一
一
一
年
不
動
。
不
飛
。
不
川
町
。

H
M
何
品
自
由
一
土
射
之
町
、
有
心
止
於
市
方
之

卒
。
共
一
一
一
年
不
動
柊
以
定
志
窓
場
。
廿
一
ハ
不
一
飛
将
以
長
沼
禁
也
。
官
一
ハ
不
鳴
終
以
駁
入
。
笈
出
突
。
ハ
審
感
覚
重
一
一
一
口
約
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
認
を
出
す
こ
と
を
「
設
」
と
い
び
、
そ
れ
主
あ
℃
る
こ
と
を
「
射
」
と
い
っ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
と
同
じ
記
事
は
史
詑
じ

も
あ
り
、
火
の
や
う
に
な
っ
℃
ゐ
る
。

(
行
)
駐
五
即
位
。
一
一
一
年
不
出
競
令
。
:
:
:
:
紘
奉
入
諌
。
:
:
:
:
杭
挙
日
頗
有
進
際
。
日
有
烏
在
於
卒
。
一
一
一
年
不
悲
不
的
。
凡
比
例
烏
告
。

来
五
回
一
一
一
年
不
張
。
蛍
狩
沖
夫
。
三
年
不
鳴
。
鳴
符
九
時
局
入
。
(
楚
世
家
)

叉
漢
警
の
滑
蒋
列
停
に
も
次
の
や
ろ
な
記
事
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
誌
は
漠
代
に
h

掛
け
る
一
般
的
な
経
稔
で
あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
よ
う
。

(
以
刊
)
弘
子
究
者
持
之
校
側
灼
告
。
:
:
:
済
成
主
之
持
寄
億
好
詩
器
禁
長
夜
之
飲
。
:
:
:
:
左
右
英
敬
一
線
。
作
子
党
以
際
日
闘
中
有
大
為
、

・
比
五
之
悲
。
一
一
一
年
不
蜜
。
又
不
略
。
主
知
批
烏
初
出
唱
。
正
日
批
長
不
一
策
到
己
。
一
一
飛
狩
天
心
不
終
期
己
。

一
般
判
敏
郎
入
。
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叉
舜
来
野
話
一
む
は

業

l

来

2

〈
げ
)
人
皆
知
法
ハ
ハ
筆
者
投
謎
話
盗
)
始
於
資
総
幼
綜
十
郎
不
知
自
渓
任
場
設
備
持
己
有
之
ム
欠
。

と
あ
っ
℃
も
や
は
り
、
「
謎
E
Z

一
の
怒
川
出
は
渓
代
以
前
に
点
る
ニ
と
を
一
五
つ
℃
ゐ
ゐ
。

縮
刷

1
第
三
次
段
情
(
ん
ハ
九
…
只
)
、
(
苅
)
参
照
…

※
2
東
方
朔
の
二
と
で
あ
る
。
(
児
)
参
照

波
書
東
方
朔
停
を
見
る
と
、
妨
、
名
は
愛
情
と
わ
り
も
或
事
院
殺
し
℃
合
入
が
折
徹
さ
れ
「
不
務
局
呼
暴
言

D

」
し
た
。
そ
の
時
、
初
が

之
を
災
nJ
℃
、
一

im口
然
モ
、
接
抗
々
。
日
比
μ
紘
一
向
。
:
一
と
式
っ
た

9

合
人
が
壌
に
籾
留
を
そ
し
る
と
た
し
℃
な
じ
っ
た
時
、
初
は
二
れ
は
問
問
一
A

t
あ
る
と
い
っ
℃
、
火
の
や
う
に
絞
解
し
た
と
あ
る
。

(
M
W
)

初
日
火
口
組
…
毛
者
狗
筑
也
。
接
抗
々
者
お
硝
穀
也

Q

日
九
九
位
向
者
総
俊
琢
也
。

二
れ
乞
…
拘
束
野
訴
す
は
式
っ
た
も
の
で
あ
ら
う

3

似
奉
の
ニ
と
は
前
に
述
べ
た
。

う
か
。
〉

(
間
内
務
は
友
停
所
殺
の
も
の
は
知
ら
な
か
っ
た
の

t
b
ら

第
ニ
次
段
階
「
謎
」
の
殺
生

以
上
の
も
の
が
「
話
」
と
〆
約
さ
れ
る
や
う
む
た
っ
た
の
は
鋭
の
代
か
ら
の
や
う
す
あ
る
。
先
づ
丈
心
蹴
能
r
h

よ
れ
ば
、

(
m
w
)

謎
也
者
畑
地
万
…
共
判
断
使
昏
迷
由
。
日
泌
総
口
付
文
字
。

h

一
成
同
象
品
物
。
機
巧
以
括
処
浅
察
以
街
獄
。
議
欲
続
出
正
。
僻
欲
総
雨
額
。
乙
(
治
議

第
十
瓦
)

父
、
そ
の
用
設
に
つ
い
℃
は
、

(
お
)
隠
語
之
川
被
於
紀
体
。
大
者
腕
ハ
治
済
身
。

が
本
質
的
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
世
に
五
る
と
一
ー
謎
」
と
な
っ
℃

(
引

μ
}

難
有
小
巧

m，
F

ぷ
離
大
。
夫
被
古
之
お
践
。
減
問
要
務
。
法
持
笈
雅
之
裁
一
伴
、
持
僻
雨
杭
笑
哉
。
.
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と
い
は
れ
る
に
一
七
っ
た
も
の
ら
し
い
。

mw
ち
、
併
は
遊
戯
を
お
偽
札
と
し
℃
行
は
れ
た
も
の
寸
法
な
く
，
鴻
町
内
一
パ
・
議
猿
を
け
的
と
し
.
以
つ
℃
ゆ

た
ぞ

治
同
一
千
‘
大
下
の
共
た
ら
し
め
ん
と
す
る
所
に
そ
の
本
は
が
庇
っ
た
も
の
が
後
代
に
去
っ
℃
は
、
抵
紋
な
謎
↓
般
と
な
っ
℃
し
ま
っ
た
も
の
と

見
ゐ
こ
と
が
出
来
よ
う

9

さ
℃
‘
こ
の
謎
は
何
時
以
か
ら
行
は
れ
た
か
。
殺
者
じ
は

(
辺
)
殺
未
就
資
政
。
舷
窓
不
安
9
:
:
:
:
・
結
髪
治
不
知
所
怨
。
お
能
・
一
院
(
一
刊
行
路
之
従
者
む
)
日
、
憤
々
不
能
、
試
作
一
謎
。
設
思
解
之

0

0

 

以
州
村
議
践
。
混
じ
児
激
憶
務
謎
…
区
間
州
知
供
服
、
怒
川
知
机
い
起
、
食
知
狩
狼
。
制
瀬
戸
小
入
己
。
都
不
有
小
於
規
制
別
世

9

総
亦
不
以
偽
訪
己
。
内
解

之
日
此
叫
ん
ム
限
也
。
一
山
詑
虎
約
之
口
北
諮
也
一
五
…
五
(
成
陽
一
色
総
体
)

と
あ
り
、
ニ
の
中
巳
務
謎
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
以
前
む
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
文
紘
広
浅
る
も
の
は
二
れ
が
円
以
古
の
や
う
fV
あ
る
。
さ

れ
ば
ニ
そ
文
心
藤
茂
(7)fな
は
謎
と
稲
ず
る
は
嫁
代
よ
り
初
ま
る
と
い
ふ
の
す
ゐ
つ
℃
、
れ
仰
徐
議
考
古
は
越
智
泌
が
や
は
り
、
「
共
名
目
必
即
日

前
議
始
!
一
と
い
っ
℃
ゐ
る
。
ニ
れ
よ
り
以
前
に
は
謎
と
は
綿
さ
な
か
っ
た
と
い
ム
怠
ら
し
い
。
私
仏
政
二
の
謎
は
後
、
の
品
川
崎
村
山
地
の
謎
と
尚
一
一

m
t

わ
る
。

第
三
次
段
階
「
椛
牢
1
}

際
掛
か
ら
謎
に
五
る
系
統
と
全
然
別
偶
巳
、
こ
弘
一
山
桃
字
と
呼
ば
れ
る
系
統
が
存
抗
す
る
。
ニ
れ
は
文
字
の
解
搾
を
す
る
上
に
、
支
那
文

字
続
特
の
性
質
よ
り
、
か

2
0方
訟
が
考
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い

3

杭
ハ
十
と
は
一
文
字
の
形
燃
を
分
析
し
℃
、
一
一
つ
以
上
と
し
，
各

部
分
の
意
義
乞
以
つ
℃
綜
合
的
に
、
意
義
b
b
伏
広
せ
ん
と
す
る
も
り
で
あ
っ
℃
、
後
漢
の
許
慌
の
設
文
解
ハ
十
は
そ
の
品
ん
た
る
も
の
と
い
ふ
ぺ

く
，
一
定
に
は
、
議
総
忍
恕
の
後
民
に
よ
る
鮮
学
訟
も
夜
行
し
、
こ
れ
ら
の
合
し
た
も
の
が
、
科
字
と
な
っ
た
も
の
の
や
う
す
あ
ゐ
。

恐
〈
巳
組
制
秘
窓
六
に
は
、
一
:
総
ハ
上
論
e

一
長
る
ご
九
け
ド
、
か
あ
り
ち
渓
代
に
む
け
る
、
総
選
に
あ
ら
は
れ
た
鯨
字
訟
を
戦
録
し
℃
あ
る
が
，
文
字
の
よ

か
ら
は
、
荒
法
相
川
殺
な
も
の
も
多
く
‘
誤
ら
な
い
も
の
は
、
勾
'
論
多
い
の
色
わ
る
が
、
か

2
0風
の
生
じ
た
る
所
に
弱
点
い
も
の
が
あ
る
と

思
ム
。
二
の
総
字
論
広
は
間
十
の
解
字
ハ
中
十
五
は
漠
以
後
の
も
の
も
あ
る
。
〉
を
載
せ
℃
阿
部
る
。
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(
万
二
般
入
交
一
従
中
山
内
者
箆
求
。

間
合
法
二
者
銭
日
。

溺
日
御
士
活
存
。

ニ
人
矯
仁
。

ト
加
一
得
士
。

な

7
3詩。

匂
〆

-
y
g
/
S
A
e
'
v

怨
成
立
川
十
土
京
一
人
読
屈
折
箸
治
廷

別
字
従
刀
従
井

一
次
合
得
大
一
。

凶
米
怨
，
山
求
。

虫
勤
品
化
風
中
者
怨
風

二
子
二
三

F
3勾
o

e
F
J《
イ

ノ

-

イ
t
h
i
s

旋
忽
千
思
議
1
0

4

(

議
)
以
川
斗
得
半
。

恭
治
支
頭
小
入
。

三
事
1
/
g，
、
与
号
、
司
、
き
t
A
a唱
和

J
J
r
2
6
a
t
4
0

F

持

Jγι
一
戸
京
m
r
f
詰
手
ご
黒

丈
史
1
A
1
3
ト
ヘ
ヲ
ヨ
先
夫
、

i
f
J
A
1
/
j
i
f
-
-
F
 

(
川
内
)
以
笠
政
岱
字
文
亡
日

円
い
守
可
で
t
u
b
-
K
1
h
v内

F
1
h
h
1
L
F，
J

ノ
オ
r
J
1
'
E
れ
μ
ト

土
カ
於
乙
者
露
地
。

日
者
口
合
共
一
。

一一尚一一

日
間
中
挟
乙
而
起
者
忽
史
。

八
推
十
怨
木
。

尚一一一時第四一九

入
役
一
一
者
得
火
。

j足示
日 裁
下戸
生汚
也以
。す

者・
tt 
tf，-.j 

卯
金
刀
。

禾
入
水
怨
黍
。

~IJ 人
十
四
心
翁
徳
。

(
漠
)
以
泉
混
白
水
。

(
競
)
以
角
滋
万
下
泊
。

(
苛
)
以
字
得
一
一
月
了
。

(
小
木
)
以
都
有
磁
日
。

(
梁
)
以
成
待
プ
ド
一
十
月
一
八

以
役
得
丈
一
人

(
照
)
以
法
成
主
来

学
怨
l
八
子
。



(
遼
)
以
水
域
漢
土
一
一
水
。

友
停
民

(M)
止
え
得
武
。
鼠
議
得
議
。

と
あ
り
，
叉
謀
議
五
芥
体
r
h

は

(
説
文
・
総
門
ナ
論
に
も
あ
る
〉

(
お
)
劉
之
矯
字
、
劉
金
刀
出
品

稔
文
純
文
に
は
、

(
お
)
路
一
成
人
怒
長
。
人
持
十
銭
斗
。
虫
者
問
料
中
也
。

と
あ
る
の
が
訴
半
の
も
と
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
が
，
川
仰
の
部
忠
径
の
波
時
代
熔
編
で
は
、

(
刀
)
稀
議
ハ
事
秋
の
楚
の
時
代
の
入
〉
日
、
設
業
築
武
軍
稲
牧
普

Y
以
怨
京
親
、
陸
間
克
敵
必
腕
子
孫
、
以
倣
…
忘
武
功
、
楚
子
日
非
溺
所

知
・
也
、
夫
文
止
え
徳
武
、
伯
来
日
文
民
時
得
実
。
地
反
物
潟
妖
。
以
内
反
徳
得
能
。
鋭
別
出
火
妖
生
。
故
文
茂
子
一
得
乏
。
此
後
世
析
学
之
始
。

と
い
っ
℃
居
る
。
然
し
、
こ
れ
は
何
応
ょ
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
か
ら
、
滋
℃
に
な
ら
な
い
。

(
お
)
伍

五

人
ハ
帰
路
)

勾
(
締
即
日
焼
一
銭
)

又
、
筆
者
の
父
の
斡
銭
し
た
も
の
巳
は
火
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

r，gJ 

草

(

目

安

子

)

十
(
野
人
間
話
)

鈎

金

ギタ

~~苦
7.R 

水
ハ
漠
蕃
)

憲幸

自

}1f.{ 

ぺ1J二-
.... J認が

議
(
南
持
番
〉

主翼

h
p
 

r
p
'
 

十
ハ
鴻
一
料
録
)

肉

口

学寺

子
ハ
群
法
解
綴
〉

i意

lえ

土
ハ
桂
苑
叢
談
)

態

オ

九魚

羊
ハ
音
義
)

走
ハ
肱
笠
間
)

人
ハ
椀
燈
鋒
)

怠
ハ
柄
絵
欝
話
〉

翠内入産

心
ハ
吉
今
印
史
〉
ー

関銀翠3鬼~f を鬼五

r~ 

耳
ハ
定
命
録
)

良
(
同
県
人
新
論
)

力
(
宋
意
向
〉

金zl.. 
ιcj 出

鬼
ハ
唐
意
向
)

午ハ一一一問問恋仲一位〉

鬼
ハ
爵
揚
雑
組
〉

止
ハ
避
暑
漫
抄
)

木

一一回一一



地

-
場
〈
馨
花
洲
雑
録
〉

m
地
ハ
輩
内
柳
渓
議
禁
話
〉
貧相

川

土

去を

r&: 

jど、

心
(
江
行
雑
録
)

e
J
 

バ
H
.

泉

日

生
(
春
秋
設
題
詩
)

/j、
ノJ

只
ハ
読
書
偶
見
)

.
王
(
誠
舜
雑
録
)

朱

~λ 
n 

口
(
貌
警
)

輿
上
人
ハ
梁
菩
〉

卯
金
刀
ハ
鄭
椎
通
志
〉

A 

松

十
八
公
(
張
勃
語
録
)

i長i

門
東
草
(
中
術
館
経
録
)

千
里
平
ハ
王
集
英
雄
記
)

ハ一一一関一志)

人

戸
、
花
叶
・

4

¥
主
し
ん
え
れ
寸
主
・
日
/

・
夕
刊
ご

fLYHZPJ一旦~如、

るミ

業
頭
小
人
(
普
苔
)

:主幹

四
十
一
口
ハ
津
山
雑
詑
)

-
4
1
H
J
 

t
J
U
 

十
月
十
日
(
鈴
鹿
山
叢
談
)

貞;lj 3怠:遺ラミ

自
・
お
八

(
s

謝
小
娘
惇
)

χ
上
有
口

8
1
 

r
F
 

S
F
E
 -

i
 

一
一
衣
天
下
(
中
培
詩
設
〉

(
春
秋
元
命
窃
)

JK 

雨
入
交
一

こ
れ
ら
は
総
字
論
の
も
の
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
ゐ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

切
の
川
汝
成
の
委
巷
叢
淡
に
は
毅
耕
鋒
を
引
用
し
℃
、

主主音

:草

吉
ハ
西
執
務
見
鋒
)

人

一
十
一
(
江
行
雑
録
)

群:

:革

中
京
一
〈
会

酪

ω
勝
校
山
ハ
北
持
警
)

* 仁I

口
(
銀
特
前
文
録
)

g
-
T
.

，
 

脊

十
八
日
ハ
大
業
拾
遺
詑
)

上
)

-a-A 
I
u
i
 

l
 

日

ト
r 
b 
日正占

!品i

関
口
一
十
ハ
銭
氏
私
芯
)

(
悦
生
槌
抄
)

ご長

間
八
廿
一

(m)
杭
入
有
以
一
一
ハ
小
説
切
一
字
以
成
持
者
。
知
以
秀
竹
川
鰯
均
的
。
以
問
問
お
突
級
以
。
以
粉
お
鮒
令
。
以
船
山
お
鱗
銚
。
以
孔
お
一
矯
能
ゅ
以
撚
伐
勃

。。

磁
a

以
鍔
得
失
落
。
以
筑
得
策
陀
。
以
附
問
匁
筋
撲
。
以
苅
係
機
成
。
有
以
繁
雄
而
包
二
子
易
総
際
語
、
以
欺
入
者
如
以
好
徳
規
嫌
。
以
醜

イ
弦

竹川懐
V

十
一
?
以
内
尚
侍
雑
徴
。
以
笑
殺
事
禁
。
以
肉
筑
前
一
線
。
以

km勾
河
戯
。
以
茶
待
出
老
。
以
消
得
務
者
。
以
波
有
続
時
夢
。
以
英
一
一
一
一
口
得

イ
木

税
制
。
叉
右
謀
本
語
一
郎
巧
お
俗
語
者
、
如
ぷ
人
吻
我
日
溜
牙
有
議
未
成
日
付
抑
ω
列
。
冷
淡
日
秋
志
向
然
一
…
一
一
日
歎
坐
日
出
紳
。
立
捗
飲
興
日
殺
嵐
長
。

詰
拐
殺
日
社
淡
、
或
縛
日
来
冷
関
山
内
舟
守
待
。
梨
倒
的
市
話
之
遣
米
之
改
品
。

つ
つ

と
い
っ
℃
ゐ
る
の
も
、
税
ハ
十
の
思
恕
と
相
似
℃
ゐ
る
む
日
向
も
総
括
と
ぶ
つ
℃
ゐ
る
一
州
よ
い
り
み
る
も
、
二
れ
ら
は
桃
山
ナ
と
同
一
思
想
に
よ
っ
て

組
っ
た
も
の
た
る
v

』
と
は
踏
で
あ
岬
O
。
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げ
}

前
述
の
斗
策
絡
幼
綜
」
応
就
い
て
は
、
世
設
に
、

{
知
刈
)
貌
武
・
持
議
曹
蛾
碑
下
。

一
一
け
。
待
我
忠
之
。
行
一
一
一
ト

m…
。
競
武
乃
関
長
己
符
。

揚
侍
従
。

碑
背
上
。

日
ル
題
作
業
紹
幼
対
外
孫
強
日
八
字
。
説
武
議
修
日
解
否

9

修
仲
介
日
解
。
総
武
同
郷
・
米
可

令
締
川
例
記
所
知
。

匁

υ
弓
4

・・

p
ポ
H
r
i

賞
紛
色
村
勝
也
ゾ
於
宇
治
絶

d

幼
対
少
女
山
由
於
山
中
a

銭
妙
。

ヘ
説
文
段
訟
に
よ
れ
ば
貯
と
齢
と
は
呉
字
で
あ
る
が

f
同
昔
故
、
諜
代
以
来
の
一
泊
別
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ

外
務
女
子
也
。
於
字
鵠
好
。
議
臼
受
半
也
骨
於
字
得
制
断
。
所
前
経
妙
好
都
也

Q

る
Q

な
ほ
と
の
謎
の
作
者
は
東
〆

撲
の
接
選
と
い
つ
で
ゐ
る
。
」

と
み
る
が
)
二
れ
は
梼
字
b
h
誕
に
複
雑
な
謎
叩
山
開
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

要
之
、

決
代
は
文
字
に
封
す
る
興
味
の
高
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、

か
く
の
如
き
、

分
析
的
な
解
字
訟
も
設
建
し
，

ひ
い
℃
謎
語
化
じ

た
も
の
で
め
ら
う
。

第
関
次
段
鰭
、
「
牢
謎
い
及
び
「
普
議
の
謎
L

(
却
)
の
如
く
な
る
一
歩
手
前
に
存
ず
る
の
が
字
謎
で
あ
り
、
或
は
普
通
の
謎
で
あ
る
。

織
内
東
野
…
訟
に
斡
鋒
さ
れ
た
も
の
は
‘
殆
ん
ど
こ
れ
で
あ
る
。
詩
形
を
党
全
に
な
す
も
の
は
除
外
し
て
、
そ
の
他
の
も
の
を
あ
げ
れ
ば
バ
括

弧
内
は
そ
の
答
で
あ
る
〉

ハ
八

O
覧
表
参
照
)

(
丸
)
イ
、

一
月
復
一
月
。
溺
月
今
設
。
上
有
可
耕
之
問
、
下
有
長
流
之
川
。
ム
ハ
ロ
兆
一
-hh
。
磁
口
不
問
凶
。

ハ
用
の
字
)

ハ
間
前
)

ぺ
輩
出
復
重
出
。
霊
山
向
下
懸
a

明
月
復
明
月
。
明
月
.
知
和
連
a

ハ
、
護
持
制
側
、
認
持
方
、
袋
持
鋭
、
熱
時
長
。
(
自
の
字
〉

ニ
、
来
海
有
一
魚
品
川
撚
一
関
亦
無
足
。
除
去
脊
築
骨
。
〈
日
の
字
)

で
袋
mm品
出
品
重
出
向
付
一
出
向
田

a

熟
知
四
数
分
流
。
題
務
在
勝
、
一
一
一
筋
在
刻
。
村
嘉
不
見
、
在
村
宮
武
市
頭
不
自
九
在
市
頭
。

以
上
は
字
謎
で
あ
る
。

ハ
ハ
チ
難
)

九
、
我
本
無
名
。
国
汝
省
名
。
設
有
不
平
》
警
備
穴
汝
卒
。

ハ
木
結
〉
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ト
、
身
底
色
界
中
不
染
色
界
底
二
執
解
謹
縛
見
姓
自
分
間
明
。
(
染
物
露
頭
)

チ
、
彼
亦
不
敢
先
。
此
亦
不
敢
先

9

慌
立
ハ
不
敢
先
。
問
え
以
無
所
令
。
日
瓦
以
能
入
於
不
死
不
生
。

リ
、
方
路
大
小
路
人
腹
裳
文
章
儒
雅
有
持
減
額
紅
紋
常
在
鼠
前
月
下
。
ハ
印
章
)

ヌ
、
上
不
在
一
大
。
下
不
在
問
。
中
心
裁
之
。
玄
之
叉
玄
。
(
蜘
妹
)

ぺ
自
束
尚
尚
倒
。
向
尚
南
自
北
G

M

撚
怠
不
服
。
ハ
同
誌
)

テ
、
可
以
花
ム
ハ
尺
之
孤
。
可
以
寄
百
畏
之
命
。
遇
制
刻
銘
溺
有
躍
。
遇
柔
期
尚
波
無
怨
。
(
本
妓
)

ワ
、
携
之
在
前
。
忽
混
在
後
。
禁
然
後
笑
。
入
不
厭
共
笑
。
(
蹴
腕
)

カ
、
大
成
不
曾
設
小
底

Q

小
底
常
是
設
大
底
。
若
要
知
得
大
成
事
須
去
仔
組
問
小
夜
。
ハ
爽
註
審
)

こ
れ
ら
は
、
普
通
の
謎
で
あ
る
。
経
警
の
ブ
勾
b
b
路
孝
取
議
し
た
り
し
℃
ゐ
る
所
は
面
白
い
と
忠
ム
。

(
持
恭
〉

(
以
下
略
)

学
謎
も
、
普
通
の
謎
も
、
段
々
そ
の
形
を
整
へ
℃
来
℃
、
こ
L

に
詩
形
を
と
る
や
う
に
な
る
と
尖
の
段
階
に
入
る
の
で
あ
る
。

第
五
次
段
階
，

「
文
撃
」
と
し
て
の
「
謎
」

謎
誇
・
離
合
詩
・
椋
字
詩

北
宋
の
飽
般
の
詩
集
第
七
に
謎
詩
一
一
一
首
が
あ
る
。

ィ
、
}
八
五
八

(
立
)
イ
、
一
一
形
一
践
。
路
交
八
減
。
照
八
一
八
。
飛
来
仰
流
。

へ
副
知
刀
。
足
如
鈎
。
中
央
筏
成
。
四
角

h

ハ
始
。
右
一
白
魚
一
雨
刀
。
左
溺
愛
媛
午
。

ハ
、
乾
之
一
九
。
斐
立
M
W
一
…
偶
。
均
之
ニ
ム
ハ
。
宛
然
繁
街
。
(
土
の
ハ
ナ
〉

こ
の
詩
が
謎
詳
の
綿
矢
と
さ
れ
℃
ゐ
る
が
、
松
花
議
談
に
は
，

イ
洪

(
沼
)
山
人
堂
々
。

J

一
般
向
光

0

・
来
深
尺
一
ハ
ナ
ゴ
パ
慰
去
氷
傍
U

。
一
一
人
相
述
。
不
欠
一
透
。
一
一
一
梁
間
柱
。
烈
火
雨
然
。
(
繰
り
除
却
隻
勾
。

ハ
井
の
学
〉

ハ
議
。
字
)

溺
日
ハ
不
全
し
。
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と
い
ふ
の
が
あ
る
。
(
間
川
誠
一
一
時
一

m
m
m
いいお
h
校
校
抑
制
一
計

h
i納、
W
M
M
V
M
m
)
ζ
れ
は
向
山
ナ
コ
空
二

T
む
雲
仙
し
、

パ
水
い
天
下
無
比
な
怠
味
す
る
と
い
ふ
a

こ
れ
な
ど
拭
未
だ
路
一
訟
の
立
味
が
認
め
ら
れ
る
と
怒
ム
。

J
S
Lも
広
唱

え
明
時

又
、
阪
鈴
諜
汚
応
は

(
外
)
.
五
介
市
約
問
問
時
。
有
人
溜
税
関
み
一
寸
経
一
式
。
終
歳
荒
前
哨
…
溺
鴻
焦
。
食
女
裁
強
訪
問
桁
僚
。
間
依
去
家
京
洛
透
。
放
心
笈
ゅ
の
胤
来
攻
刻
。
東
披
解

之
日
絡
歳
十
二
月
也
。
十
二
月
震
脊
字
。
荒
燕
出
有
本
自

9

刊
早
川
沼
市
字
。
湖
泌
然
水
公
由
。
水
去
待
法
字
。
大
裁
手
一
得
安
ハ
ナ
。
桁
ψ
冷

水
剃
石
川
十
。
阿
俊
れ
河
川
穴
一
一
日
。
央
一
一
一
目
潟
設
字
。
去
家
来
洛
待
問
。
活
路
録
賊
氏
。
議
言
~
一
一
円
前
法
安
一
お
挟
閥
賎
民
也
。
.

と
い
ム
の
が

b
り
、
更
に
古
い
所
で
は
、
沈
徳
携
の
市
詩
綴
張
主
殺
の
ふ

E

け
持
食
祈
等
に
減
せ
ら
れ
た
漢
詩
の
中
に
、

(
お
)
州
地
綿
入
f
何
点
。
山
上
。
ん
保
有
向
付
設
大
万
一
政
。
破
鋭
飛
上
犬
。

と
い
ふ
の
が
あ
り
、
古
政
投
析
の
僻
む
よ
れ
ば
、

(
話
)
議
結
険
也
。
山
上
有
山
山
内
也
。
太
刀
一
線
刀
上
有
銭
也
。
敏
鏡
宇
凡
常
設
也
。
後
葉
砧
今
之
打
楽
一
布
。
古
人
名
枚
。
依
指
犬
也
。
刀
上

有
銭
。
借
作
法
将
之
義
。

と
あ
っ
℃
、
か
く
の
如
く
広
詩
の
亡
刊
が
宇
一
字
或
は
一
概
念
を
あ
ら
は
す
も
の
は
、
離
合
詩
の
起
.
加
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

。

。

離
合
符
と
は
、
偏
山
一
々
を
離
し
℃
そ
れ
を
合
し
℃
一
字
と
す
る
詩
の
お
す
み
る
。

(
一
)
一
字
の
偏
労
b
L
離
し
て
踊
勾
と
し
、
関
付
湊

λ

川
口
し
℃
一
平
と
な
す
も
の
。
例
へ
ば
、
南
宋
の
議
事
山
法
の
詩
に
‘

方
輿
情
人
前
。
}
放
j
方
日
又
}}

又
十
日
H
H

各

競
溺
凌
霜
節
9

}

繍

i
滞
日
口
一

二
友
溺
懐
古
。
}
犬

1
二
H
H

入
}

h

'

件
、
、

イ

一

一

一

'

}

人

十

一

一

心

H
H
A
必

山
川
何
足
音
。
}
怒

i
山
H
U

一一之

こ
れ
が
複
雑
一
に
た
る
と
、
漢
の
孔
識
の
詩
に
交
の
や
う
な
の
が
あ
る
。

〈
竹
刀
)
放
椋
護
活
塗
。

鳴
歌
亦
何
一
一
員
。

(
郊
)
夫
人
皆
縛
離
。

思
篤
子
衿
持
。

一一 71一一



5

0

3

 

(
抱

nv

漁
夫
務
態
。
水
携
援
方

Q

輿
時
議
止
。

×

o

o

 

mn
公
釣
磯

0

・4
{

瓜
口
沼
傍
a

九
域
有
翠
申

。

。

好
是
正
位
。
女
包
子
伝
。
海
内
有
一
般
。

。

ぅ

。

ム
ハ
級
将
窓
白

mm
絞
未
彩
。
蛇
龍
之
表
。

政
務
総
務
。
品
十
一
六
五
翰
光
。

×

×

。

無
名
無
容
。
放
位
一
回
深
綴

按
勝
安
行
。

fキ年つ無堕 o

1:12"怒土e行
可 j容 不 施
志揚 25宣言

誰
治
路
長
。

少
し
混
雑
し
℃
ゐ
る
。
者
の
洛
岳
の
尖
の
詩
は
完
全
す
あ
る
。

γ

ム

×

×

×

(
机
仰
)
制
的
…
始
化
。
人
民
穴
成
申
立
守
昨
模
。
一
芳
舷
律
問
向
。

×

一

γ
ト

リ

ハ

ソ

ハ

養
手
E
R
o
fド
3
l，
O

1

q
警
と
交

o
f，
A
3
帯低格

安
キ
-
季
語

-
J

ォ，羽
b

g
替
え
一
一
員
翌
日
千
相
官
籍

V

ハ

×

V

八

〉

ハ

害
容
鈎
治
。
古
総
流
此
H
9

怒
谷
可
安
。
実
作
核
字
。

ソ

ペ

×

ソ

ハ

×

都
然
以
号
。
お
限
外
務
。
烈
榊
委
命
。
己
求
多
寸
断
。

げ

八

×

×

メ

撲
彼
来
十
末
。
口
一
向
柳
作
一
品
。
設
能
獄
議
。
首
交
隊
所
。

×

v

〈

×

，

×

熊
畝
久
之
諺
。
能
済
的
般
m
m
o

妙
義
弘
鋭
a

少
長
失
敬
。

の
如
き
も
の
は
末
代
に
多
い
。

:気
回E号ヲL高虫文主主と

日仏守手合11;[ートkomハ
わし
μ.

-tehv' 

J
J
 

41 

劇×加x)Ji x 
哉我 人
事立 i家怨
遊総 討
議:総火

(
一
一
)
一
午
の
侃
ぃ
労
'
を
離
し
℃
…
一
付
と
し
、

h

ハ
付
淡
合
し
℃
一
字
と
な
す
も
の
つ

×
 

ト
日
砂
未
ふ
人
。

×
 

口
、
取
的
亦
傷
。

×
 

広
子
勿
初
応

Q

の
如
き
も
の
が
そ
れ
官
あ
る
。

口カ

例
へ
ば
本
山
ほ
の
放
え
‘

併
問
嫁
議
の
詩
に
、
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G
O
一
字
の
偏
芳
を
一
・
刊
の
官
尽
に
離
し
℃
首
足
和
総
き
℃
二
十
と
な
す
も
の
。

氏

九

叶

れ

り

は

川

↓

b

h

r

u

れ
v

(
位
~
子
山
路
静
憐
樹
木
。

J

公
斡
純
治
詠
治
川
舟
月
上
嵐
微
泌
桝
謀
。
斗
謬
何
惜
泣
盈
持
。

か
ら
「
松
問
拠
ー
一
b

L

m
だ
す
如
き
も
の
を
い
ム
。
ニ
の
外
広
も
未
だ
椛
々
の
形
の
も
の
も
あ
る
が
ハ
一
一
)
の
形
の
も
の
が
設
も
多
く
、
そ
の
他

の
も
の
は
読
で
あ
る
か
ら
、
ん
i

符
略
す
司
令
。

終
字
詰
と
い
ふ
の
は
一
仰
の
中
に
終
ハ
ナ
を
合
む
も
の
亡
、
例
へ
ば
、
阪
徐
議
考
r
h
'
弐
の
訪
b
b
殺
せ
℃
ゐ
る
が
、
或
は
ニ
の
株
字
詩
の
形

が
，
総
合
詩
の
原
形
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
プ
刊
の
第
一
・
一
一
ハ
十
合
し
℃
、
第
一
一
一
字
と
な
る
)
。

('G)
日
月
明
報
器
。
山
風
嵐
白
起
。
石
皮
倣
机
川
県
一
。
古
木
村
不
一
兆
。
可
入
何
川
崎
白
米
。
怠
活
品
販
一
千
盟
。
永
吉
誠
実
総
。
ぷ
十
一
心
未
口
。

尖
む
は
普
通
の
謎
の
持
に
就
い
℃
述
べ
る
な
ら
ば
、
や
k

後
の
も
の
す
わ
る
が
、
一
市
の
毛
際
一
円
の
熔
凡
波
書
の
中
に
※
「
僚
謎
」
の
一
京

が
あ
り
、
火
の
や
う
な
ザ
む
十
二
首
載
せ
℃
ゐ
る
。
(
※
ル
九
郎
広
域
以
)

(
併
)
イ
、
英
王
然
破
斡
瑞
同
。
岐
mmm
校
筑
箆
雲
中
。
従
一
え
藤
下
鱗
議
長
。
一
期
滋
鮮
光
一
色
紅
。
事
一
瑞
鴎
。

ロ
、
虎
抜
路
来
己
詑
兵
。
繍
梁
無
禁
任
逢
征
。
九
重
一
太
子
総
仁
果
。
同
時
/
獣
趨
税
負
禁
行
。
太
平
禁
。

二
れ
は
笠
は
一
・
刊
に
一
名
づ
与
式
子
第
中
り
人
物
の
名
主
詠
み
二
ん
で
あ
る
も
の
で
、
ハ
イ
)
の
詩
は
許
何
よ
り
、
白
圭
・
碍
-
容
・
龍
一
心
:

丹
朱
で
あ
り
、
(
ロ
〉
は
撃
戦
・
許
行
・
一
宇
M

で
象
主
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

お
の
如
く
、
謎
詩
は
ふ
ハ
執
よ
り
宋
に
か
け
℃
起
っ
た
も
の
の
や
う
に
思
は
れ
る
。

第
六
次
段
階

風
俗
と
し
て
の
穣
謎
。

段
訟
叢
考
せ
は
鰯
れ
℃
ゐ
な
い
が
、
こ
L

に
北
宋
の
時
、

(
或
は
明
初
と
も
い
ふ
〉
か
ら
元
タ
(
陰
極
正
月
十
瓦
日
夕
〉
に
軒
広
域
主
提

げ
そ
の
磁
に
謎
を
審
き
謬
し
、
人
に
あ
℃
さ
せ
る
風
習
が
始
ま
っ
た
。
之
b
L
灯
謎
と
い
ふ
。

委
審
議
談
に
よ
れ
ば
，
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(
M
W
〉
枕
一
人
多
以
此
矯
務
燈
♀

(
必
)
綴
耕
録
一
一
一
日
杭
人
好
怨
際
一
読
以
欺
外
方
。
一
五
一
弓

と
あ
る
か
ら
，
幻
誌
は
い
仇
州
よ
り
初
ま
っ
た
や
う
に
忍
は
れ
る
。
又
周
密
の
武
林
奮
事
に
よ
る
と
、
一
五
タ
応
用
ふ
る
捻
は
す
ば
ら
し
い
も
の

官
、
琉
綿
す
作
っ
た
り
、
総
張
り
，
或
は
無
制
作
と
か
一
泊
さ
五
丈
も
あ
る
も
の
と
か
、
一
五
つ
℃
ゐ
る
。
雨
し
℃
毛
の
「
燈
品
レ
の
僚
に
.

:
M
人
有
以
い
相
殺
一
、
議
務
詩
一
司
時
寓
談
笑
及
混
入
物
誠
一
政
緩
話
及
落
来
語
話
戯
:
:
:
・
:
。

(C)' 

と
あ
り
ち
(
怨
)
な
も
辿
ペ
た
ゃ
う
む
枕
州
人
は
か
L

る
こ
と
に
興
味
乞
も
つ
℃
結
っ
た
も
の
の
ゃ
う
で
あ
る
。

二
の
風
は
今
で
も
一
般
に
行
は
れ
℃
賠
る
と
い
ふ
ニ
と
で
あ
る
3

(

併
)
色
述
べ
た
も
の
は
ニ
れ
に
用
ふ
る
も
の
す
あ
ら
う
。

「
紅
機
夢
」
の
第
二
十
二
回
に
賢
一
五
妃
が
ん
日
中
か
ら
灯
謎
を
返
っ
℃
、

(
必
)
能
使
妖
滋
舵
滋
制
作
。
身
如
来
内
山
気
知
加
…
向
。

と
あ
り
、
ニ
れ
わ
に
「
爆
竹
レ
と
解
し
た
と
み
A

ゐ
a

一
発
信
符
八
方
恐
。
同
首
相
お
己
化
夜
。

思
〈
同
じ
く
第
五
十
一
同
に
は
，

「
懐
古
狩
」
と
℃
、

(
納
り
J

寂
認
脂
痕
松
汗
光
日
淑
一
系
プ
リ
一
付
東
洋
、
只
内
選
符
風
流
活
。

シ
γ
ボ
ン

と
あ
る
が
，
こ
れ
は
「
腕
患
い
の
こ
と
で
あ
る
と
鈴
本
虎
雄
博
士
は
い
つ
℃
肘
る
a

(
十
式
加
丈
療
研
究
)

こ
の
灯
謎
の
作
訟
は
二
十
問
絡
あ
っ
た
が
、
今
は
機
後
・
蝦
滋
・
合
意
・
都
ハ
十
・
解
鈴
・
繋
鈴
が
残
す
の
み
と
い
、
ぺ

王
古
糸
川
先
生
じ
よ
れ
ば
，
持
徐
裕
と
は
、
例
へ
ば
，

戸
'

L

T

r

H

J

H

υ

ー

r

F

T

L

V

仁
ト

2
3
1
1
1戸
可

1
2
1
3
1
J

「
1gt・

-4F

o
J
J
e
し

i
k
¥初
1
・S
張。

r
白
川

}
1
一一

e
h
e
l
l
i
z
-
-

〈
街
桜
花
)

の
如
き
も
の
で
、

f
鏡
花
絵
人
名
持
〉
(
泣
維
の
公
文
の
も
の
に
は
印
と
認
す
、
十
一
…
、
十
八
)

/
は
日
付
の
場
合
丈
一
部
巧
治
を
以
つ
で
之
に
品
川
て
る
@
」

こ
れ
は
下
よ
り
訟
に
「
印
巧
文
い
を
去
は
す
も
の
だ
と
い
ふ
。
そ
の
他
の
絡
は
け
は
下
の
所
未
詳
で
あ
ゐ
ω

第
七
次
段
階

一
般
に
謎
の
意
味
て
の
つ
好
謎
ー
一
。
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現
在
で
は
、
一
般
に
誌
の
こ
と
を
灯
謎
と
か
文
虎
・
灯
虎
・
灯
糊
・
荷
殺
と
か
一
五
ム

0

・
一
況
と
糊
と
は
普
通
で
あ
り
、
榔
と
は
「
あ
い
ま
い

に
す
る
」
訟
で
謎
と
同
コ
訟
で
は
な
い
か
と
忠
は
れ
る
。

さ
℃

i

近
来
で
は
如
何
な
る
灯
誌
が
行
は
れ
℃
知
る
か
と
い
ふ
に
、
や
は
り
も
先
に
述
べ
た
絡
主
も
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
次

の
如
く
に
簡
易
に
な
っ
℃
ゐ
る
や
う
で
あ
る
q

即
ち
、
支
那
語
感
報
第
六
放
の
七
一
一
…
交
に
永
持
徳
一
氏
の
懇
げ
℃
跨
る
例
に
は
次
の
や
う
な

の
が
あ
る
。

(
口
八
)
一
一
…
人
一
日
打
一
字

h
L
A叫
い
品
h
1
0

れ
幻
作
吋
1
叩

ん
J

二日
H
T
符
同

γ
J
4
y
J
l

ル
ー
!
日
良
一
民
才
一
民
づ

底
街
。

一i

打
し
と
は
「
解
け
い
と
い
ふ
意
味
。

mNち
コ
一
一
人
一
日
い
わ
弘
之
γ
で
解
け
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
ニ
れ
を
「
甑
」
と
稀
し
‘
答
b
L
っ
践
し
と

総
す
る
と
い
ふ
q

或
は
次
り
や
う
な
形
の
も
の
も
あ
る
。

(
匁
)
虫
入
鼠
中
飛
去
鳥
。

F完 成 成
建茶 EE

草
木
之
中
有
一
人
。

薬
字
頭
上
無
卒
。

民
間
十
一
一
一
年
八
月
か
ら
上
海
中
茶
害
賠
ぢ
「
注
音
字
母
」
の
笠
体
警
と
し
℃
児
童
文
部
ナ
叢
惑
を
議
行
し
た
。
こ
の
中
に
十
二
掛
か
ら
な
る

「
謎
語
い
と
い
ふ
の
が
あ
り
約
問
題

O
C議
を
蒐
集
し
℃
賠
り
、
こ
の
謎
に
訟
一
音
字
母
が
付
し
て
あ
る
。
こ
の
謎
は
所
諮
「
ナ
ゾ
」
で
あ
っ

℃
、
た
と
へ
ば
、

(
臼
)
者
不
出
、
摸
得
品
、
等
郵
摸
不
良
、
大
家
限
渓
出
。

と
い
ふ
の
は
「
診
肱
」
で

b
り、

(
日
月
)
一
一
様
樹
、
高
叉
高
、
不
松
宮
打
不
治
大
銭

9

口
ハ
治
嵐
来
吹
麟
腰
。

一
、
法
「
態
」
で
あ
る
。
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線
学
の
謎
民
法
、

(
日
)
手
外
有
一
一
一
口
、
木
字
在
下
一
問
。

と
い
っ
℃
「
操
」
り
ん
十
が
あ
り
、
又
次
の
や
う
た
複
雑
な
の
も
あ
る
。

牛
頭
美
味
牛
溺
呑
。

今
溺
常
在
水
中
裁
。

(
%
)
字
面
有
毛
今
樹
党
。

字
額
放
・
夜
山
数
地
。

と
い
ふ
の
は
「
鮮
」
の
字
す
あ
る
、
ニ
れ
は
そ
の
鮮
に
、

(
M
M
)

鮮
ハ
ナ
可
以
分
筋
一
例
「
魚
」
字
和
一
例
一

i

卒
7

一
字
。
平
全
身
有
毛
、
魚
淡
有
。
羊
肉
和
俗
…
的
味
滋
都
従
好
。
平
時
点
山
上
吃
草
。
向
…

久
能
在
水
中
滋
来
説
去
。

と
い
っ
℃
ゐ
る
。

(
U
N
)

茶
凡
縫
中
級
一
品
、

大
雨
務
在
横
山
上
。

七
人
頭
上
本
叢
々
。

良
勝
一
一
凡
不
和
設
。

は
「
風
花
一
宏
一
月
」
b
b
意
味
す
る
。

1I 

日
本
一
に
お
け
る
影
響

次
に
日
本
に
長
け
る
影
響
な
み
る
に
、
先
づ
紋
初
応
は
内
容
そ
の
も
の
の
総
入
、

つ
い
官
は
型
式
の
円
本
化
が
行
は
れ
た
。

mM
ち
.

A 

内
容
の
轍
入

市
内
楽
柴
容
九
、
和
問
款
に
ベ
一
小
一
刈
年
己
日
各
十
二
日
月
滋
一
常
設
短
歌
と
℃
、

(
め
刀
)
う
っ
せ
み
の
、
ょ
の
ひ
と
な
れ
ば
，
公
ほ
き
み
の
、
み
こ
と
か
し
こ
み
、
し
き
し
ま
の
、
や
ま
と
の
く
に
の
、
い
そ
の
か
み
、
ふ
る

J
，
口
二

J

1

1

'

'

さ
と
に
び
も
と
か
や
、
ま
ん
ね
を
す
れ
ば
、
わ
が
き
た
る
、
こ
ん
も
は
な
れ
ぬ
、
み
る
ご
と
に

J

こ
ひ
は
ま
さ
れ
ど
色
ニ
山
上
復
有
山

者
、
ひ
と
し
り
ぬ
ベ
み
、
ふ
ゅ
の
よ
の
、
あ
か
し
も
え
ね
を
，
い
も
わ
い
や
に
、
わ
れ
は
ぞ
こ
ふ
る
、
い
も
が
、
た
ど
か
に
。
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と
あ
り
、
高
葉
集
略
解
広
よ
れ
ば
‘

(
仙
W
)

向
上
復
有
山
、
い
九
(
十
山
内
の
立
に
℃
い
亡
と
諸
問
。

也。

市
山
栄
市
の
山
上
従
有
山
、

F

、@?':・
2
4
a
A
r
a
g
i
-

、E
&
ヨ
子
H
V
O

一タテ
~
r
k
H
iコ
モ
ロ
イ
必
い
お

ニ
れ
ら
を
訟
も
へ
る
夜
ざ
ま

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
古
詩
泌
所
哉
の
か
の
詩
(
箔
)
の
第
二
勾
と
一
千
も
還
は
な
い

3

父
、
必
刻
と
し
℃
諸
警
に
あ
げ
ら
れ
る

シ，

A

A
、毒

事
S
F
J
'
'
p

シ
シ
‘

室主

と
湘
仰
や
る
紡
は
(
立
)
の
路
八
一
八
に
殺
す
る
。
喰
そ
れ
に
日
本
約
一
の
泌
を
施
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
川
十
点
。

ニ
れ
ら
は
字
謎
の
総
入
で
あ
る
が
、
本
朝
文
終
に
去
る
と
，
訴
一
字
詩
・
離
合
誌
の
輸
入
が
行
は
れ
℃
法
る
。

T
一

gB，

宇

部

ノ

持

叫

J
W

'

z

i

、l
t

(
パ
引
)
禾
犬
曾
知
レ
秩
。

大
識
的
怨
レ
燐
。

(
位
〉
潟
禾
致
レ
端
調
。

変
容
議
綻
複
。

中
心
涯
忘
レ
忠
。

山
車
問
作
レ
お
。

品
F
F
A

ι一寸

~JII 

ノ

禁会詩
葉興

譲住

離

Jふ.
n 

時
和
年
間
説
ノ
詩

(
け

ω)
明
王
施
レ
化
端
純
一
様
。

純
一
一
来
一
や
簿
一
佑
庭
倒
。

綴
瀦
鄭
白
綴
擦
レ
沃
。

シ

設
h
H
芋
〆
良
県
o

t
ニ
J
T
d
h
'
J
J
i
v
ふ
心
此
制
約

色
総
都
不
レ
結
。

J

上
烏
支
〆
欧
・
喝
。

j
J
j
t
j
i
 

凡
議
泣
一
一
寒
風
サ

おえ

加
ν
応
型
一
一
角
駕
叩

官
合
飽
一
一
内
総
叩

求
レ
衣
擁
一
一
議
再
三

一
一
一
刀
幾
こ
九
州
ザ

月
開
…
二
階
一
見
ハ
一
水
穂
泉
。

章
一
一
一
得
成
原
一
夷
謀
議
。

家
是
絢
朱
業
各
態
。

侍
衛
官
掲
一
一
霜
戟
鋭
づ

鉛
栂
丹
程
一
難
レ
俗
地
。

許
欝
こ
総
花
一
千
畝
透
。

橘ノ

入
居
節
約
作
一
一
零
松
竪
ぺ

金
章
紫
綬
潟
レ
朝
賛
。

皐
積
一
一
萎
穣
一
一
期
故
惑
。 ，

I
、
'

J

 

i
，
 

!
 在
-= 
むL

t:. Jl[員ダリ時手u年
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成
八
議
好
領
発
義
徳
。

い
の
中
‘
前
二
首
は
一
-
伺
の
哲
二
字
、
を
合
す
る
と
勾
末
の
学
に
な
る
と
い
ふ
や
り
方
で
あ
る
。
第
一
一
一
首
は
持
和
年
祭
の
ん
十
を
離
合
す
る
も
の

八
百
設
問
ニ
太
控
一
一
曲
第
吋

短
務
務
鱗
錐
…
レ
不
レ
裁
。

豊

で
あ
る
。

形
式
の

B
本
化
。

こ
れ
は
主
と
し
℃
離
合
詩
の
日
本
化
で
あ
り
、
初
は
日
本
に
h

掛
け
る
掛
誌
と
令
し
て
際
詩
的
せ
は
あ
っ
た
が
、
後
に
は
純
然
た
る
諾
戯
と

8 

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

古
今
和
歌
集
の
各
十
，
物
名
r
h

あ
げ
ら
れ
た
も
の
は
‘
す
べ
て
態
語
的
た
掛
認
で
あ
る
。

よ
み
入
し
ら
十

0
0
0
 

(
併
)
か
く
ば
か
り
あ
ふ
ひ
の
稀
に
な
る
人
を

。。。

い
か
か
っ
ら
し
と
思
は
さ
る
へ
き

Q

こ
れ
ら
は
そ
の
底
に
流
れ
る
粉
紳
に
長
い
℃
支
郊
の
謎
ハ
緩
語
)
と
一
致
し
て
ゐ
る
が
、
輸
入
と
み
る
べ
き
か
は
ま
だ
疑
問
で
あ
る
。

ニ
の
各
米
に
，
檎
正
袈
変
の
作
巴
た
る
歌
に
事

(
“
)
「
な
ど
を
は
じ
め
吋
る
い
を
は
℃
に
て
な
か
め
を
か
け
℃
時
の
歌
よ
め
」
と
、
入
の
い
ひ
け
れ
ば
よ
め
る
。

イ

0

0

は
な
の
な
か
め
に
あ
く
や
と
て
分
け
行
け
ば
心
ぞ
共
に
散

9
ぬ
ぺ
ら
な
る
ι

の
如
き
は
隊
合
の
日
本
詩
歌
に
釘
す
る
務
形
せ
も
あ
ら
う
か
a

叉
容
の
中
程
に
は
、
折
勾
の
例
と
し
℃
紀
文
之
の
歌
が
あ
る
。

(
飴
)
朱
雀
院
の
女
郎
花
あ
は
せ
の
時
に
な
み
た
へ
し
と
い
ふ
い
つ
も
じ
を
か
し
ら
に
治
き
℃
よ
め
る

0

0

c

c

 

ど
ぐ
ら
山
み
か
た
ち
な
ら
し
な
く
践
の
へ
に
け
む
秋
を
し
る
入
ぞ
友
き
、

叉、
-
m
J
J

訓
の
和
歌
も
あ
る
。
古
今
集
谷
五
秋
歌
下
に
、
文
民
朝
政
ハ
又
は
秀
康
〉
の
歌
と
て
‘

(U)
ふ
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
ぺ
山
倒
的
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む
。
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容
み
ハ
の
各
歌
に
、
紀
友
畑
作
と
℃
、

(
紛
)
ふ
れ
ば
木
勾
に
花
ぞ
叫
吹
き
に
け
る
い
づ
れ
を
栴
と
わ
き
℃
折
ら
ま
し
。

又
、
松
永
氏
徳
の
何
人
、
池
則
正
式
の
敬
広
は
次
の
や
う
な
離
合
敬
一
樹
字
が
あ
る
コ

(
m
W
)

本
ぶ
き
の
門
を
か
ま
へ
℃
凶
が
は
の
む
か
ひ
に
秋
の
花
ぞ
か
は
れ
る
a

大
版
以
上
の
如
く
支
郊
の
誌
の
殆
ん
ど
全
部
が
輸
入
さ
れ
て
知
る
の
で
あ
る
が
、

河
の
八
幡
に
荒
れ
に

ハ
問
中
氏
所
引
)

勢
物
語
げ
い
も
、
ム
牝
原
栄
一
や
が
東
に
厳
し

i

折
勾
レ
と
綿
ず
る
も
の
は
ま
だ
例
が
炭
い
の
亡
、
が

(
苅
)
そ
の
さ
は
の
ほ
と
り
の
か
げ
に
訟
り
ゐ
℃
、
か
れ
い
ひ
く
ひ
け
り
、
そ
の
さ
は
に
か
き
っ
ぱ
た
い
と
む
も
し
ん
く
さ
き
た
り
。
そ
れ

を
み
℃

b
る
人
の
い
は
く
、
か
き
っ
ぱ
た
と
い
ふ
い
つ
も
じ
を
く
の
か
み
に
す
へ
℃
た
び
の
心
を
よ
め
と
い
は
れ
け
れ
ば
よ
め
る
。

0

0

0

0

0

 

か
ら
ご
ろ
も
き
っ
L

な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る

λ
¥き
ぬ
る
た
び
を
し
ぞ
訟
も
ム
。

又
悲
俊
の
段
目
抄
r
h

も
「
折
・
仰
の
認
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

:
:
:
;
L
と
し
℃
、
小
野
小
町
の
歌
を
あ
げ
て
、

0

0

0

0

7

0

 

(
刀
)
こ
と
の
は
も
と
き
は
な
る
を
と
た
の
ま
な
む
ま
ろ
は
み
よ
か
し
へ
℃
は
ち
ら
や
と
。

そ
の
一
巡
り
に
、

0

0

0

 

(
竹
仏
)
こ
と
の
は
を
と
こ
な
つ
か
し
み
は
な
を
る
と
も

。

。

な
ベ
し
の
入
に
し
ら
す
よ
な
ゆ
め
、

等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
純
粋
に
日
本
的
な
も
の
と
も
忍
は
れ
る
が
、
然
し
、
そ
の

m一
式
は
脱
出
制
よ
り
の
絵
入
で
あ
ら
う
と
忠
ム
。

む
す
び
の
こ
と
ば

メ
イ

以
上
主
総
括
す
る
と
、
支
那
紅
会
け
る
一
‘
謎
」
は
弐
一
の
如
き
後
援
の
経
路
を
た
ど
っ
た
も
の
の
や
ろ
に
忍
は
れ
る

Q

時一一 7q -一一



謎
(
隠
語
一
二

謬

話

一

皮

認

)
i
i謎
(
隠
語

)
i吋
2
2
一
躍

皮

綴

一

一

微

一

斉

」

f
普
通
の
謎

i
i縫

E.1i. 
n!:t 

!
ハ
字

解
乎
法
と
し
て
♂
!
存

の

訴

字

}

十

先
秦
・
漢

競
・
普

毅

審
・
宋

元
・
間
切
・
清

、v

法
山
叫

文佼

LE 泳
法

詩

民

題

メ
イ

「
謎
い
は
そ
の
本
質
と
し
℃
、
(
ぬ
い
)
「
持
越
せ
し
め
る
い
に
夜
り
、
内
容
と
し
℃
は
、
潟
命
な
絞
ぬ
慨
を
持
つ
℃
ゐ
た
や
ろ
で
わ
る
。
際
訴
に

つ
い
℃
は
、
政
均
代
隊
編
応
、
演
繁
露
な
引
い
℃
，
「
隠
者
総
民
事
情
不
使
恭
銘
也
ー
一
と
い
っ
℃
ゐ
る
か
ら
、
川
じ
ゃ
う
な
本
代
主
持
つ
も

し
る
詩
(
対
)
は
正
に
そ
れ
す
あ
る
と
忍
ム
ロ

の
と
い
へ
ょ
う
a

そ
し
て
認
と
な
っ
℃
も
そ
の
別
誌
に
は
詑
々
拡
し
℃
二
の
方
耐
の
も
の
が
あ
っ
た
の
な
あ
っ
℃
、

-K
安
一
れ
の
青
山
訟
を
そ

ハ
問
中
梅
市
口
氏
、

そ
の
名
様
の
多
い
ニ
と
が
第
…
に
‘
火
げ
山
は
、
時
代
と
た
に
内
本
の
穏
化
し
た
こ
と
が
泉
げ
ら

「
謎
の
研
究
?
一
所
引
)
m
m
び
℃
支
部
の
特
徴
と
は
.
ぷ
へ
な
い
が
、
か
く

支
那
の
「
謎
い

一
般
の
特
徴
主
一
五
ム
と
、

れ
る
。
訴
ハ
十
は
外
閣
に
も
そ
の
例
が
あ
る
の
で
，

の
如
く
紘
用
の
践
い
も
の
は
他
に
は
そ
の
例
が
な
い
の
亡
や
は
り
、

一
特
色
と
し
℃
挙
げ
ら
れ
る
と
忠
ふ
。
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さ
℃
「
認
ー
一
な
J
f
M
M
川
勝
一
由
民
み
る
な
ら
ば
，
品
市
議
合
意
等
の
文
字
、
或
は
き
う
す
な
く
℃
も
、
漢
字
は
之
の
形
燃
よ
か
ら
部
分
的
広
多
く

の
要
素
を
も
っ
つ
即
ち
一

i

小
作
い
の
り
γ
は
之
を

人
日
い
と
も
‘

ご
日
小
〈
」
と
も
分
析
出
来
る
の
で
あ
っ
℃
、
こ
れ
は
古
紙
際
的
じ
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
官
あ
る
。
山
内
ち
‘
文
子
に
は
概
念
の
苦
悩
化
し
て
、
史
に
文
字
と
な
っ
た
も
の
と
概
念
か
ら
泣
接
文
字
に
な
る
も
の
と
が
あ

る
。
必
は
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
生
や
る
の
で
あ
句
。
。
ハ
十
謎
に
擁
す
る
も
の
は
椋
午
i
i
m
w
ち
一
文
字
の
瀞
般
的
安
お
な
一
一
つ
以
上
に
或
る
芯

立
の
下
応
分
析
し
℃
、
そ
の
弁
部
分
を
概
念
に
引
き
渓
し
℃
ゐ
る
も
の
ぢ
ゐ
る
。
普
通
の
謎
は
一
文
中
の
代
り
に
一
…
品
川
ハ
一
文
字
に
か
ぎ
ら

ぬ
)
の
分
析
広
よ
る
も
の
合
わ
る
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あ
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或
る
芯
立
と
一
ぶ
っ
た
が
、
そ
れ
は
分
析
施
行
者
の
思
訟
が
際
興
す
る
の
で
あ
っ
℃
、
時
代
精
一
仰
の
協
輿
は
勿
論
は
ん
放
精
一
料
或
は
似
性
の
映
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誌
も
同
時
に
行
は
れ
る
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例
へ
ば
、
「
容
」
を
「
一
一
…
人
目
レ
と
分
析
し
三
日
夫
」
に
分
析
し
、
「
同
州
レ
を
一

i

虫
勤
於
凡
中
」
又
は
一

i

虫
入

胤
林
中
…
飛
去
鳥
。
い
と
か
、
そ
の
施
行
者
に
よ
っ
℃
分
析
の
し
か
た
が
持
た
る
の
で
あ
る
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こ
の
窓
味
で
、
私
は
謎
の
後
生
に
は
時
代
精
神
、
民
族
精
神
の
関
取
(
を
焔
感
す
る
の
せ
あ
り
、
ひ
い
℃
か
L

る
謎
の
研
究
は
、
途
に
そ
れ

ら
時
代
精
一
料
の
究
明
に
ま
古
一
市
ふ
る
べ
き
主
忠
び
、
従
来
、
と
も
す
れ
ば
、
高
去
、
的
閃
襲
的
な
嫌
ひ
の
な
い
色
も
な
か
づ
た
渉
、
感
者
が
一
歩
二

歩
階
段
b
L
降
り
て
、
こ
れ
ら
の
謎
の
研
究
等
に
も
進
む
必
要
が
あ
り
は
し
ま
い
か
と
ぷ
ふ
の

?
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1見
広
一

る
た
ら
ば
、
日
本
民
、
お

け
る
も
の
が
、
日
本
猪
狩
の
も
の
の
如
く
に
考
へ
る
も
の
も
な
き
に
し
も
あ
ら
や
と
開
く
。
阪
は
く
は
史
に
ご
貯
の
研
究
を
進
め
、
こ
れ
が

解
明
に
向
は
ん
こ
と
を
。
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五
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記

本
務
は
研
究
護
去
後
日
な
ほ
漉
く
、
訂
正
綿
入
す
べ
き
多
〈
の
も
の
を
拾
で
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
。
後
日
を
符
つ
で
再
考
し
た
い

Q

大
方
の
御
叱

廷
を
期
待
す
る
央
集
匂
あ
る

Q
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